
【様式１】

国
語

・漢字小テストの結果、漢字学習に対する意欲は高い。
・１学期に行った物語文で主人公の心の変化を捉える学習では、
言語にかかわるどの文章からそれが分かるのかを見つけることに
課題があった。

・モジュール学習を中心に、漢字の形を正しくとらえるよう指導
する。また、定期的に漢字小テストを実施することで、学習する
習慣を身に付けつける。平均正答率90％を目標とする。
・児童同士の意見交流を学習過程に複数回設定することで、自分
の意見を持ちやすくする。友達の意見を聞いた上で自分の考えに
近いものを見つけられるようにし、読むことでのテスト等の平均
正答率80％を目標とする。

算
数

・単元テストの結果、折れ線グラフに表すことや、二次元表に整
理することが定着している。
・単元テストの結果、除数が２けたのわり算の理解は二極化の傾
向がある。主な誤答の原因は、九九、かけ算、ひき算などこれま
での学習の定着状況にばらつきがあることと分析する。

・これまでに学んだ四則計算の復習を定期的に行う。3学期時点で
は、除数が２けたのわり算の正答率70％を目標とする。
・問題文を図で表す、文章の大切な部分に線を引くなどの方法を
繰り返し指導し、問題場面を理解する力を伸ばす。（文章題の正
答率70％を目標とする。）

社
会

・１学期の授業の様子から、折れ線グラフの資料の読み取に課題
がある。
・１学期の授業の様子から、自分の身の回りの施設や設備に興
味・関心をもったり、分からないことを調べたりしようとする意
欲に課題がある。

・授業でグラフを取り扱う場合は、全体指導後にペアで何のグラ
フなのか、縦軸・横軸は何を表しているのかを確認し合う活動を
取り入れる。（資料の読み方がわかる児童９割を目標とする。）
・タブレット端末を活用して、リアルな映像や資料を児童が間近
に捉えられるようにする。

理
科

・１学期の授業の様子から、問題解決の過程で、学習問題を立て
ることに課題がある。
・１学期の授業から、実験の結果から考えられる考察や結論を書
くことに課題がある。

・学習問題の流れ（思考の流れ）に見通しを持ち、導入の教材を
身近なもの、既習に合うものにしていく。（学習問題を立てられ
る、根拠をもって予想を立てられる児童７割を目標とする。）
・実験の結果、考察、結論の違いを明確にして指導する。またモ
デル分けや考える視点についてまとめたプリントを提示し、いつ
でもそれをもとに考えられるようにする。（考察や結論を書ける
児童８割を目標とする。）
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